
 

 

■第１８８回 伊豆歩倶楽部 ６月例会 
 

市街地に消えかかる東浦路を辿る  

(伊豆高原駅～法華塚～梅の木平～吉田～伊東駅)    16km/12km/10km 

 

 伊豆歩倶楽部恒例の東浦路シリーズ、今年は伊豆高原

から伊東まで歩きます。 

スタート後 135 号国道に平行して別荘地の中を進みま

す。古道の面影は全く覗えません。まさに開発に飲み込

まれた感じです。1 時間ほど歩くと、別荘地の外れに日

蓮上人が経文を収めたといわれる法華塚に着きます。さ

らに 135 号の西側に歩を進め、遠笠山道路を横切り、た

けのこ村へと出ます。古道の雰囲気が、ほんのちょっと

感じられます。たけのこ村の先で 135 号に出て、梅の木

平の交差点の先を左折し山道に入ります。ここから吉田

へ出るまでの 2キロ弱が、昔のままの東浦路です。道は

少々荒れていますが、往時を偲んで頑張って歩いて下さい。 

吉田からゴールまでは、東浦路は住宅地、市街地の中を進みます。丸塚公園、伊東商業、水無田、

城星、逆川、仏現寺を経て、伊東駅にゴールします。 

 

【開催年月日】     平成 30年 6月 10日（日） 

【集合時間】      9 時 00分 

【集合場所】      伊豆高原駅 

【交通機関】      伊豆急下田 8 時 08 分発 伊豆高原着 8時 53 分着 

            伊東 8 時 20分発 伊豆高原 8時 42分着 

【出発式・スタート】  出発式 9時 10分 スタート９時 20分 

【コース】       伊豆高原駅～法華塚～たけのこ村～梅の木平～吉田～逆川～伊東駅 

【ゴール時間】     15時 00分  

【問合せ】       〒415－0038  静岡県下田市大賀茂 301 

            伊豆歩倶楽部事務局  笹本 祀長 宛 

          ＴＥＬ・ＦＡＸ  0558－22－5465  携帯電話  090－2140－1717  

    
♪ 伊豆歩の歌♪  詠み人知らず  

 

歩歩歩（ふふふ）の歩（ふ）  

緩歩で観歩  

歩歩歩（ほほほ）の歩（ほ）  

歩歩笑美（ほほえみ）伊豆歩は  

歓歩で完歩  
 

 

第 139 号  平成 30 年 6 月 1 日 

 

東浦路を通る旅人が旅の安全を祈り、小石を積んだ

ものが塚となった伝えられている。 



 

■第１８９回 伊豆歩倶楽部 ７月例会 

 

日本遺産 箱根旧街道（東坂）を步く        

（箱根～甘酒茶屋～畑宿～箱根湯元）               13 km 

 

“箱根八里は馬でも越すが、越すに越されぬ大井

川・・・”と箱根馬子唄にも歌われたように、江戸

時代東海道の中でも箱根越えは、大井川と並ぶ難所

とされていた。 

箱根八里（32Ｋｍ）とは小田原から元箱根・三島

間の距離をいい、当時を偲ばせてくれる石畳の道が

残っている。 

今回は、箱根・駅伝広場で出発式をして箱根関所、

杉並木と箱根旧街道を進み、権現坂を上る（標高

820ｍ）とゴールまでは下り坂である。甘酒茶屋で

休憩、石畳が残る旧街道を進み、寄木細工の畑宿で休憩、国指定史跡石畳（225ｍ）を歩き早雲寺

で休憩して、ゴールの箱根湯元駅です。 

バスで鈴廣かまぼこ館まで行き見学をする予定にしています。 

 

【開催月日】   平成 30 年 7 月 22 日（日） 雨天決行 

【集合時間】   9 時 30 分  

【集合場所】   箱根町・芦ノ湖湖畔駅伝広場 

【参加費】   ・会員（伊東市以外乗車）7,500 円、会員（伊東市乗車）5,500 円 

         非会員 1,000 円増 （参加人員により会費の多少の変更があります。） 

        ・マイクロバス、マップ、傷害保険代等を含む。 

【募集人員】   20 名（マイクロバス利用者） 

【締切月日】   平成 30 年 7 月 10 日（火） 

【申込方法】  ・マイクロバス利用の方は、会員番号、名前、電話番号、乗車場所を記入の上、 

ハガキ、ＦＡＸにて事務局に申し込み下さい。 

【行  程】   松崎 6：00➝伊豆急下田駅 6：35➝道の駅「開国下田みなと」6：40➝奈良本 7：

25➝伊東商高前 7：45➝ＪＲ伊東駅 8：00➝道の駅「伊東マリンタウン」8：

05➝箱根（駅伝広場）9：30 

【コース】    13Ｋｍ 

         箱根・駅伝広場（トイレ）➡箱根関所➡杉並木➡元箱根➡石畳➡甘酒茶屋（昼 

食・トイレ）➡石畳➡畑宿（トイレ）➡石畳➡早雲寺（トイレ）➡箱根湯元 ゴ

ール予定 14：30➝➝鈴廣かまぼこ館（14：40～15：40） 

【帰宅予定時間】 ＪＲ伊東駅着 17：15   伊豆急下田駅着 18：45  松崎着 19：20 

江戸時代の西国大名や朝鮮通信使など旅人がこの

難所を越えた情景を偲ばせる石畳道 



【備 考】    ・弁当、飲料水、雨具、ステッキ等は各自準備して下さい。 

         ・名札は必ず見えるところに付けてください。 

【申込・問合せ】 〒415-0038 下田市大賀茂 301 伊豆歩倶楽部事務局（笹本）  

          ＴＥＬ／ＦＡＸ 0558－22－5465 携帯電話 090－2140－1717 

 

※ 家族、一般向のコースです、友達にも声をかけて下さい。みんなで楽しく歩きましょう。 

 

 

 

「惜 別」 

～江橋 愼四郎さんを偲んで～ 

 

                      伊豆歩倶楽部会員番号 NO 50  若林幹生 

 「ウオーキングは楽しまなければ。楽しくなければウオーキングでない」 

 ご一緒した伊豆早春フラワーウオーキング大会で、先生は歩く楽し

さをよく語ってくれた。下田水仙ツーデーマーチでは、毎回コースを

ショートカット、お気に入りの喫茶店に立ち寄りコーヒーを楽しむ。

歩行集団の中に長身の先生を探すと、必ず参加者でその日一番と思わ

れる「妙齢の美人」がそばにいる。ウオーキングを自然体で楽しむ、

粋な達人だった。 

 江橋さんとは、伊豆歩倶楽部の設立時あたりから急速に親しくなっ

た。日本ウオーキング協会（ＪＷＡ）名誉会長だったが、ある義憤か

ら協会を脱退。初代会長・辺津芳次さんの誘いで、伊豆歩の名誉会長を引き受けられた。ＪＷＡ会

長や名誉会長をされていたころは、英語が堪能な学者といったイメージが強かったが、伊豆歩の会

員になられてからは、毎年都内であった「江橋さんを囲む会」などで気軽にお付き合いしていただ

き、先生への印象も変わっていく。「伊豆歩はとってもいいね」が、飲んだときの口癖だった。 

 かつて先生に学徒出陣や戦争について聞いたことがある。 

 「壮行会で答辞を読んだのは、たまたま（東大）水泳部の主務だったから。そういう順番が回っ

てきただけだよ。答辞の原稿は下書きしたけれど、すべて漢文の先生が手直しをしてね、違うもの

になっていた」 

下田水仙ﾂｰﾃﾞｰﾏｰﾁで挨拶す

る江橋先生 



 「ぼくは、内地の陸軍工場にしかいっていない。上官には逆らわないようにして、おとなしくし

ていたんだ。ちょっとでも印象を悪くすると、満州とか南方に行か

されちゃうからね」「ぼくは、ずるいのだよ」とも。 

 そんな戦争体験が敗戦後、ご自身の仕事に影響をもたらしたのだ

ろう。大学では、レクリエーションを教え、日本レクリエーション

協会の会長も務められた。 

宴会のカラオケでは、「きょうは、歌わないよ」といいながら、リ

クエストに応じてくれた。十八番は三浦洸一の「踊り子」、ブルー・

コメッツの「ブルー・シャトウ」と岡晴夫の「東京の花売娘」。いつ

も良く通る声で高らかに大熱唱。 

 下田では東急ホテルが定宿だった。笹本祀長さんのご夫人が運転

する送迎で、とん亭の宴会によく参加された。ホテルからの絶景や

モダンな建物と、下田東急ホテルは、海をこよなく愛する元祖・湘

南ボーイ（旧制・湘南中学卒業）に似合っていた。 

 おしゃれで、根っからスマートな紳士だった。女性にはもちろん、

誰にも温かかった。そのお顔と、優しい声は、私の心の中で、ずっ

と生き続けていく、と思う。         

 

 

 

 

 

◇◆例会報告◆◇◆ 

 

 ■第 186 回 伊豆歩倶楽部 4 月例会 

  海の展望と千畳敷を步く （中木～入間～千畳敷） 

 

  ・開催月日  平成 30 年 4 月 15 日（日） 

  ・集合時間  9 時 00 分 

  ・集合場所  奥石廊崎駐車場（愛逢岬） 

毎年、下田黒船祭のパレード

と伊豆歩倶楽部の人達とのふ

れあいを楽しみにしていた。 



  ・天  候  暴風雨 

  ・距  離  10Ｋｍ 

  ・参加者   7 名 

 立っていれないほどの暴風雨で危険のため、中止としま 

した。車で奥石廊崎、入間、吉田を廻って帰路となる。下

田着 13 時 00 分。  

 なお、ユネスコ事業で国内初の伊豆半島ジオパークが世 

界認定された人気コースです、好天時に再度挑戦をしたい 

と思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆新入会員紹介 

  

  Ｎｏ1505   石垣  博  （下田市） 

  Ｎｏ1506   石垣 時枝  （下田市） 

  Ｎｏ1507   小川 年弘  （下田市） 

  Ｎｏ1508   小川 広美  （下田市） 

☆よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

事務局便り 

愛逢岬から千畳敷までの海も大荒れ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページアドレス http://www.izuho-club.com                       

・メールアドレス    info@izuho-club.com 

・投稿記事その他ご意見・ご感想をお寄せ下さい。「伊豆歩俳壇」にも一句・・・ 

皆様のご参加をお待ちしています。   

※会報への投稿は、毎月20日までにお願い致します。それ以降に届いた原稿は次号にてご案内させていただきます。 

・伊豆歩倶楽部広報  飯作 勝治 

〒４１０－３６１１ 静岡県賀茂郡松崎町松崎８５－２ ＴＥＬ：０５５８－４２－０８６４ 

                          携 帯：０９０－７６７５－８６８２        

 

・ 発行者 〒４１５－００３８ 静岡県下田市大賀茂３０１  

    『伊豆歩倶楽部事務局』笹本祀長     

ＴＥＬ ＆ ＦＡＸ ０５５８－２２－５４６５ 

■平成 30 年度 伊豆歩倶楽部新規会員募集中！！ 

     伊豆歩倶楽部に入会して伊豆の自然を満喫しながら楽しくウオーキング！ 仲間と歩くと心も軽く笑顔もあふれます。 

    多くの皆様の新規ご入会をお待ち申し上げます。お気軽にお問い合わせください。 

    日本ウオーキング協会の入会及び継続（正会員・維持会員）をご希望の方も伊豆歩倶楽部会員手続きに合わせて 

    手続きを行いますので、その旨をお知らせください。退会予定の方も事務局または役員までご連絡をお願いします。 

    詳しくは伊豆歩倶楽部事務局 笹本【０５５８－２２－５４６５】までお気軽にお問い合わせください。 

    ≪平成30年４月１日～平成31年３月３１日≫ 

【会 費】    継続会員 3,000円／年   家族会員 1,500円／年 

            新規会員 4,000円 （ 入会金 1,000円  年会費 3,000円／年 ） 

          日本ウオーキング協会  正会員 10,000円／年  維持会員 2,000円／年 

【納入方法】  郵便振替用紙にて『記号１０１５０通帳番号５７６８０８２１ 伊豆歩倶楽部』宛に納入して下さい｡ 

 ※例会等へ現金をご持参の方は、封筒にお名前・入金額をご記入の上、伊豆歩倶楽部の受付へお渡し下さい。 
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http://www.izuho-club.com/
mailto:info@izuho-club.com

